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　　　　　　　　　　　吊橋の耐震設計公式
　　　　　　　　　　　　　　ADestgn　fo【Su5pensioロBridges　Taki口g　Account　of　Earthquake、

　　　　　　　　　　　　　岡本舜三・久保

　吊橋の耐建については種々の考うべき点〃・あるが，こ

れに閥して橋軸方向の強制振動に閏計ろ理論を導き模型

実験によってその妥当・「生を確めたのでここに撮告する．

　長径門吊橋では両岸の橋脚のうける地庚動の位相が異

な7場合が予想される．位相差が180’ある場合には橋

には対称振動が生ずる．この場含の対称振動ば次のよう

に考えて求められる．

　静的釣合式から塔頂部水平変位△，中央径問擁みb，

ケーブル増加張力h，等の関係を求めこれを用いて地盤

から入って来るエネルギをbならびに地震振幅aで表

わL，bの函数である消費エネ’レギと等置Lてb，　aの

「誤1系を定めると

　　　　b．－　　4w21K　　a
　　　　　　　　　　　£ttc）　　　　　・P・Hw・（・＋

　ただし

　　　κ＿堕＋　　　　　　1
　　　　　hS　h〔・雛〔漏（1＿2t。nh璽　　m　　　2）｝

なお上式は巾央径間の擁み曲線を模型実験の結果を参考

にして次りよ5に仮定して求めたものである．

　　　　・－b・in撃

　両岸の位相の等しい時は逆対称振動が起る．この場合

も対称振動と同様の考え方で求められろ．すなわち

　（i）　桁両端ローラの場合

　　　　b‘一（ω2－P2）e：Da’b：－2Pn（tU！－P’）DeP’a3b

　　　　　－（2Pn）2p’Da4＝O

ただし

　　　　　　　　　　　　16π2
　　　　D＝
　　　　　　（1－1／A2）2｛（ω3－pt）2十（2Pn）2｝：

　　　　・2劉鴛箒’ぬ・判撫筆

　（ii）桁の一端ヒンジ，他端ローラの場合

　　　　b＝　　8π9δ　　a

　　　　　ptlC－1／a2）21

ただし

　　　　・一一∫録。（髪嶋・一極

理Llrh式は全径間k　5．4mの模型吊橋によってたしかめ

られた（写真1）．箏1図は対称摂動，第2図は逆対称振

動に対する実験結果を理論値と比較したものでこれによ

ると両者はかなりよく一致していることがわかる．

　　　　　　　　記号の説明

c：減衰係数（生産研究，Vol・9，　No・12，　p・517参照）

慶三良「s　．　イ自　　　野　　　7ロ

　1。：塔の断llri二

　　次モーメント

　h：塔の高さ

　1：補剛桁の断

　　面二次モーメ

　　ント

　1、：側径間長さ

　1：中央径問長

　　さ

f：サグ

　L：全径閻ケー

　　ブル長さ

　W：吊橋の単位

　長き当りケー

　　ブル片側重里

　L、：側径問ケ

　　ーブル長さ

Ac：ケーブル
　　　　　　　　　5
　　の断面積
Hw－w・・i・fl・

　溺2＝馬’ヲE∬　tJ

P：補剛桁の　1ε

　固有円振動　　4

　数　　　　　　　　　2
A：擁み振動

　減衰比　　　　o

n：桁水平振

　動減衰常数
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　本研究につ

いては道路公
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